
自
由
・

改
進
両
党
の

連
合（550

）　
各
選
挙
区
の

経
過
と
結
果（552

）

三
　
高
座
郡
の

「
血
戦
」　

555

神
奈
川
自
由
党
の

主
導
権（555

）　
両
党
提
携
の

終
焉（556

）　
県
会
の

解
散
と
選
挙（557

）　
武
相
支
部
と
同
志
会（559

）

高
座
郡
の

「
血
戦
」（561

）

第
五
節
　
三
多
摩
の

東
京
府
移
管

一

　
三
多
摩
郡
移
管
の

歴
史
的
経
緯
　

564

多
摩
三
郡
移
管
の

た
て
ま
え（564

）　
三
多
摩
郡
移
管
の

端
緒（566

）　
北
多
摩
正
義
派
の

移
管
運
動（568

）

二
　
内
海
神
奈
川
県
知
事
内
申
の

役
割
　

569

東
京
府
知
事
お
よ
び
警
視
総
監
の

上
申（569

）　
内
海
知
事
の

内
申（569

）

三
　
賛
成
反
対
両
派
の

動
静
　

571

自
由
改
進
両
党
の

動
静（571

）　
賛
成
派
の

運
動（573

）　
反
対
派
の

運
動（574

）　
県
会
議
員
の

動
静（576

）

四
　
法
案
審
議
の

経
過
　

577

山
田
泰
造
議
員
の

活
躍（577

）　
投
渡
木
取
払
事
件（578

）　
法
案
の

成
立（580

）

五
　
三
郡
移
管
と
そ
の

後
　

581

三
郡
移
管
へ

の

抗
議（581

）　
県
会
の

三
多
摩
復
旧
建
議（582
）　
富
田
府
知
事
へ

の

抗
議（583

）　
府
会
議
員
選
挙
と
高
座
郡

県
会
議
員
選
挙（586

）　
神
奈
川
県
・

東
京
府
の

境
域
確
定（587
）

第
四
章
　
明
治
前
期
の

渉
外
と
文
化

第
一

節
　
横
須
賀
軍
港
の

形
成

©神奈川県立公文書館



一

　

横
須
賀
鎮
守
府
の

設
置
　

589

横
須
賀
と
海
軍
（589

）　
提
督
府（592

）　
横
須
賀
鎮
守
府（594

）

二

　
横
須
賀
造
船
所
の

実
績
　

599

海
軍
省
主
船
寮
の

雇
い

フ

ラ
ン

ス

人
批
判（599

）　
横
須
賀
造
船
所
建
艦
第
一

号（601

）　
造
船
所
雇
い

フ

ラ
ン

ス

人
の

解
雇（602

）

鋼
鉄
艦
建
造
に

転
換（604

）　
外
国
製
軍
艦
購
入
と
技
術
導
入（606

）

第
二
節
　
県
行
政
と
渉
外
問
題

一

　
外
国
人
居
留
地
の

造
成
　

608

横
浜
在
留
外
国
人
の

増
加（608

）　
外
国
と
の
二
つ

の

約
定（609

）　
新
居
留
地
・

公
園
造
成
の

長
期
化（613

）

明
治
十
五
年
外
国
人
の

県
行
政
非
難
と
県
の

反
論（614

）　
日
本
人
名
儀
の

土
地
家
屋
所
有（615

）

居
留
地
の

廃
止
と
残
さ
れ
た
問
題
（615

）

二
　

入
港
外
国
船
に
か
か
わ
る
著
名
事
件
　

617

マ

リ
ア

＝
ル

ス

号
事
件（617

）　
ヘ

ス
ペ

リ
ア

号
事
件（619

）　
ト
ル

コ

軍
艦
エ

ル

ト
グ
ロ

ー
ル

号
の

悲
劇（620

）

石
油
タ
ン

ク

設
置
問
題（622

）

第
三
節
　
キ
リ
ス

ト
教
の

展
開

一

　
プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
教
会
各
派
の

伝
道
　

629

日
本
基
督
公
会
派（629

）　
横
浜
長
老
教
会
指（630

）　
美
以
教
会（631
）　
日
本
聖
公
会（634

）　
バ

プ
テ
ス

ト
派（637

）

日
本
組
合
基
督
教
会（639

）　
美
普
教
会
派（639

）　
基
督
同
信
会
横
浜
集
会
所（640

）

二

　
カ
ト
リ
ッ

ク
と
ギ
リ
シ

ャ

正
教
　

641
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聖
ミ

カ
エ

ル

教
会（641

）　
ハ

リ
ス

ト
ス

降
誕
教
会（642

）

第
四
節
　
学
校
教
育
の

拡
充

一

　

初
等
教
育
の

展
開
　

644

教
育
令
下
の

小
学
校（644

）　
小
学
校
の

教
科
内
容（646

）　
徳
育
の

振
興（647

）　
小
学
校
の

増
設（649

）

二
　
師
範
教
育
と
教
員
団
体
の

興
起
　

651

師
範
学
校
の

創
設（651

）　
師
範
学
校
の

鎌
倉
移
転（653

）　
教
育
会
の

結
成（654

）

三
　
中
等
教
育
と
私
立
各
種
学
校
の

消
長
　

657

公
立
中
学
校
の

改
廃（657

）　Y

校
の

創
立
と
発
展（658

）　
キ
リ
ス

ト
教
系
女
学
校（660

）　
私
立
の

諸
学
校（663

）

第
三
編
　
明
治
後
期

第
一

章
　
日
清
戦
争
と
神
奈
川
県

第
一

節
　
県
民
と
戦
後
経
営
の

問
題

一

　
開
戦
と
県
民
の

状
態
　

669

県
民
と
戦
争（669

）　
も
う
一

つ

の

戦
争
観（671

）

二
　

都
市
と
農
村
の

変
化
　

674

都
市
と
農
村
の

産
業
の

状
態（674

）　
都
市
へ

の

人
口

集
中（675
）　
都
市
生
活
の

変
化（677

）　
新
し
い

生
活
形
態
の

普
及（678

）

三
　
都
市
社
会
問
題
　

681

労
働
者
の

街（681

）　
生
活
と
衛
生（682

）　
生
活
と
災
害（684

）　
慈
善
事
業
の
ス

タ
ー
ト（686

）　
さ
ま
ざ
ま
な
民
衆
運
動（687

）
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四
　
地
主
派
と
商
人
派
　

688

横
浜
の

三
大
紛
争（688

）　
島
田
三
郎
対
加
藤
高
明
・

奥
田
義
人
の

大
政
争（691

）

第
二

節
　
労
働
問
題
の

発
生

一

　

「
職
人
」
・

「
職
工
」
の

世
界
　

694
新
し
く
登
場
し
た
労
働
者
た
ち（694

）　
先
駆
的
な
労
働
運
動
の

展
開（696

）

二
　

労
働
組
合
の

誕
生
　

700

鉄
工
組
合
の

結
成（700

）　
職
工
義
友
会
と
京
浜
地
区（701

）　
労
働
組
合
期
成
会
の

結
成（703

）　
労
働
争
議
の

続
発（705

）

階
級
的
運
動
の

展
開（706

）　
試
練
に

直
面
す
る
労
働
組
合（708

）

三
　

労
働
者
と
工
場
法
　

709

県
下
の

産
業
労
働
者（709

）　
工
場
法
案
問
題（711

）

四
　
同
盟
罷
工
　

713

労
働
争
議
の

展
開（713

）

第
三
節
　
都
市
問
題
の

展
開

一

　
都
市
問
題
の

深
化
　

718

都
市
民
衆
の

生
活
難（718

）　
都
市
づ
く
り
の

動
き（720
）　
都
市
研
究（722

）

第
四
節
　
デ
モ

ク
ラ
シ

ー
へ

の

道

一

　
普
通
選
挙
権
運
動
　

723

普
通
選
挙
同
盟
会（723

）　
普
選
同
盟
会
横
浜
支
部（725

）
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二
　
『
平
民
新
聞
』
の

こ

ろ
　

727

非
戦
運
動（727

）　
横
浜
平
民
結
社（729

）

三
　
明
治
末
期
の

社
会
運
動
　

732

普
通
選
挙
全
国
同
志
会（732

）　
社
会
主
義
者
の

動
き（736

）　
労
働
運
動
の

苦
難（739

）　
工
場
法
案
の

成
立（741

）

第
二

章
　
日
露
戦
争
・

戦
後
の

県
政
と
県
民

第
一

節
　
日
露
戦
争
下
の

体
制

一

　

戦
争
と
県
民
の

動
静
　

744

県
民
の
一

つ

の

戦
争
観（744

）　
新
聞
と
戦
況（745

）　
戦
争
を
支
え
る
動
き（748

）　
「
戦
時
」
づ
く
り
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク（750

）

二
　

戦
時
行
政
の

展
開
　

751

町
村
で
の

「
軍
国
事
務
」
の

実
情（751

）　
戦
時
体
制
の

足
固
め（753

）　
戦
費
調
連
の

心
が
ま
え（755

）

軍
事
資
金
確
保
を
目
指
し
て（756

）

三
　
戦
争
終
結
を
め
ぐ
る
動
き
　

758

歓
喜
と
憂
う
つ

が
織
り
な
す
風
景（758

）　
戦
争
末
期
の

緊
迫
ム

ー
ド（761

）　
講
和
と
非
講
和
へ

の

空
気（762

）

戦
後
経
営
へ

の

方
向
づ
け（765

）

第
二
節
　
地
方
改
良
計
画
と
そ
の

運
動

一

　
地
方
改
良
会
の

結
成
事
情
　

768

戦
後
づ
く
り
へ

の

摸
索（768

）　
落
ち
込
む
民
力（770

）　
自
力
更
生
へ

の

指
針（773

）　
地
方
改
良
の

組
織
づ
く
り（776

）

始
動
す
る
地
方
改
良
会
支
部（777

）
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二
　

地
方
改
良
運
動
の

実
施
　

779

町
村
で
の

取
り
組
み
方（779

）　
改
良
の

推
進
力（781

）　
組
織
を
つ

う
じ
て
の

改
良（783

）　
模
範
村
づ
く
り
へ

の

努
力（785

）

三
　
模
範
村
と
地
方
改
良
の

ゆ
く
え
　

787

南
足
柄
村
と
共
和
村（787

）　
そ
の

後
の

地
方
改
良
会（790

）

第
三
節
　
護
憲
・

廃
税
運
動
と
政
治
情
勢

一

　

横
浜
を
舞
台
と
す
る
護
憲
の

流
れ
　

792

政
友
会
派
の

護
憲
へ

の

狼
煙（792

）　
政
友
会
系
護
憲
集
会
の
一

断
面（794

）　
刷
新
派
の

「
政
党
競
合
」
論（796

）

護
憲
を
め
ぐ
る
刷
新
派
と
政
友
派
の

対
立（79 7

）

二
　
「
立
憲
主
義
」
と
県
民
の

関
心
　

800

『
横
浜
貿
易
新
報
』
と
そ
の

周
辺（800

）　
「
護
憲
」
を
め
ぐ
る
社
会
風
潮（802

）　
政
党
政
派
間
の

対
抗
地
図（804

）

地
域
か
ら
「
憲
政
の

常
道
」
を（806
）

三
　
都
市
商
業
工
業
者
と
廃
税
運
動
　

808

廃
税
問
題
の

前
提（808

）　
廃
税
運
動
へ

の

取
り
組
み（811

）　
廃
税
運
動
の

展
開
と
帰
結（813

）

第
三
章
　
明
治
期
の

社
会
と
文
化

第
一

節
　
交
通
通
信
網
の

拡
充

一

　
幹
線
鉄
道
の

開
通
　

816

横
浜
か
ら
国
府
津
ま
で
（816

）　
東
海
道
線
の

全
通（818

）　
横
須
賀
線
の

開
通（824

）　
横
浜
駅
の

変
遷（825

）

中
央
線
の

開
通（827

）
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二
　
私
設
鉄
道
の

開
業
　

829

京
浜
電
気
鉄
道（829

）　
小
田
原
電
気
鉄
道（831

）　
豆
相
人
車
鉄
道（834

）　
江
之
島
電
気
鉄
道（836

）

湘
南
馬
車
鉄
道
と
横
浜
鉄
道（838

）

三
　
電
話
交
換
の

開
始
　

841
横
浜
に

最
初
の

電
話（841

）　
電
話
交
換
網
の

拡
大（842

）

第
二
節
　
教
育
の

普
及

一

　

初
等
教
育
と
戦
争
　

844

日
清
戦
争
と
小
学
校
教
育
（844

）　
指
導
行
政
機
関
の

設
置（845

）　
日
露
戦
争
と
教
育（847

）　
教
化
政
策
の

浸
透（848

）

二
　
初
等
教
育
の

普
及
と
教
育
費
　

850

就
学
率
の

向
上
対
策（850

）　
小
学
校
の

規
模
拡
大（852

）　
教
育
費
負
担
の

増
大（853

）

三
　
中
学
校
と
高
等
女
学
校
　

856

県
立
第
一

中
学
校
の

設
立（856

）　
県
立
中
学
校
の

増
設（858

）　
公
立
高
等
女
学
校
の

設
立（860

）　
私
立
女
学
校
の

発
達（861

）

四
　

実
業
教
育
の

進
展
　

863

農
業
学
校
の

開
設（863

）　
工
業
学
校
の

創
設（865

）　
実
業
補
習
学
校（866

）

第
三
節
　
社
会
生
活
と
女
性

一

　
文
明
開
化
と
女
権
へ

の

め
ざ
め
　

867

女
子
教
育
・

教
化（867

）　
男
女
同
権
の

主
張（869

）　
伝
習
工
女
の

派
遣（870

）　
愛
甲
婦
女
協
会
の

叫
び（871

）

「
女
権
拡
張
の

方
法
如
何
」
（873

）
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二
　

社
会
の

中
の

女
性
　

874

自
覚
的
女
性
の

生
誕
（874

）　
女
子
の

就
学
傾
向（876

）　
女
子
労
働
者
の

状
態（877

）　
神
奈
川
の

〝

女
工
哀
史
〞

（879

）

娼
妓
と
廃
娼
問
題（882

）　
自
由
廃
業
運
動（883

）

三
　
女
性
の

社
会
活
動
　

884
日
清
戦
争
と
婦
人
団
体（884

）　
愛
国
婦
人
会
神
奈
川
県
支
部（885

）　
横
浜
奨
兵
義
会
婦
人
部
の

活
躍（887

）

「
軍
国
の

女
」
家
庭
か
ら
の

解
放（888

）　
自
我
愛
の

ほ
と
ば
し
り（889

）

第
四
節
　
明
治
の

文
化

一

　

明
治
後
期
の

新
聞
　

890

『
横
浜
貿
易
新
聞
』（890
）　
新
聞
合
同
と
『
貿
易
新
報
』（892

）　
『
横
浜
貿
易
新
報
』（895

）

二
　
湘
南
地
方
の

開
発
　

897

最
初
の

海
水
浴
場（897

）　
別
荘
と
御
用
邸（898

）　
南
湖
院（900

）　
行
楽
地
と
保
養
地（901

）

三
　
明
治
の

文
人
と
作
品
　

904

実
録
と
大
衆
小
説（904

）　
北
村
透
谷
と
小
田
原（906

）　
県
下
の

文
人
群
像（907

）　
明
治
の

歌
ご
え（909

）

執
筆
分
担
一

覧

年

表
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付

表
度
量
衡
換
算
表

現
行
市
町
村
別
旧
村
一

覧

年
号
一

覧
表

あ
と
が
き

口

絵

明
治
元
年
五
月
の

箱
根
戦
争
（
春
日
俊
雄
氏
蔵
）

明
治
初
期
の

横
浜
本
町
付
近
の
に
ぎ
わ
い

（
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
蔵
）

横
須
賀
製
鉄
所
の

外
人
官
舎
（
石
黒
敬
章
氏
蔵
）

一

八
七
六（
明
治
九

）年
当
時
の

県
域
図
（
国
立
公
文
書
館
蔵

）

東
久
世
通
禧
日
記
（
東
久
世
家
蔵
）

横
浜
裁
判
所
総
督
東
久
世
通
禧
（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵
）

県
会
開
設
当
時
の

議
員
と
県
官
（『
神
奈
川
県
会
史
』か
ら
）

郷
学
校
の

教
科
規
則
（
高
橋
磐
氏
蔵
）

箱
根
の

風
景

小
林
清
親
画
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
）

地
租
改
正
時
の

真
土
村
地
引
絵
図
（
平
川
良
一

氏
蔵
）

地
積
測
量
器
具
（
小
林
英
男
氏
蔵
）

相
模
国
大
住
郡
南
金
目
村
絵
図
（
上
野
敏
子
氏
蔵
）

子
の

徴
兵
に
子
指
を
切
っ

て

励
ま
す
図
（
古
江
亮
仁
氏
蔵
）

明
治
中
期
の

横
浜
ガ
ス

局
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
）

露
木
事
件
関
係
者
の

供
養
塔
（
大
磯
町

西
長
院
境
内
）

自
由
民
権
家
の

集
会
に

使
わ
れ
た
岡
持
（
難
波
精
一

氏
蔵
）

弘
法
山
山
頂
か
ら
の

眺
望

自
由
党
報
第
七
報
（
江
村
栄
一

氏
提
供
）

自
由
党
報
告
書
（
小
島
幸
康
氏
蔵
）

日
本
帝
国
憲
法
発
布
を
祝
う
仮
装
ス

ナ
ッ

プ
―

横
浜
―

（
石
川
徳
門
氏
蔵
）

辞
令
（
安
藤
進
・

福
井
よ
し
子
氏
蔵
）

日
露
戦
争
の

凱
旋
を
祝
う
は
り
が
み
（
大
谷
喜
作
氏
蔵
）
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明
治
末
の

横
浜
市
街
（
手
塚
弥
太
郎
氏
蔵
）

愛
甲
郡
依
知
村
に
お
け
る
耕
地
整
理
の

情
景
（『
神
奈
川
県
写
真
帳
』か
ら

）

明
治
末
か
ら
大
正
十
二
年
ま
で
の

県
庁
舎
（『
神
奈
川
県
写
真
帳
』か
ら

）

七
里
ヶ

浜
の

海
草
取
り
の

風
景
（
県
史
編
集
室
蔵
）

養
蚕
風
景
（
古
木
義
生
氏
蔵
）

た
ば
こ

生
産
の

様
子
（
日
本
専
売
公
社
中
央
究
研
所
蔵
）

海
水
浴
客
で

に

ぎ
わ
う
大
磯
海
岸
（
大
磯
町
役
場
蔵
）

装
て
い

　
原

弘

（
裏
表
紙
・

遊
び
紙
の
マ

ー
ク
は
県
章
）
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は

じ

め

に

通
史
編
の

近
代
・

現
代
は
四
巻
か
ら
な
り
、

⑴
と
⑵
を
政
治
・

行
政
編
、

⑶
と
⑷
を
産
業
・

経
済
編
に

大
別
し
た
。

な
お
、

政
治
・

行
政
編
は
広

く
社
会
及
び
文
化
関
係
も
あ
わ
せ
て

記
述
し
た
。

政
治
・

行
政
編
の

⑴
は
明
治
期
か
ら
大
正
初
頭
ま
で
、

そ
れ
以
降
を
⑵
と
し
た
。

政
治
・

行
政
編
⑴
の

本
巻
は
、

明
治
元
年
の

神
奈
川
県
の

成
立

か

ら
筆
を
お
こ

し
、

こ

れ
を
総
説
と
三
編
構
成
と
し
た
。

総
説
は
「
明
治
時
代
の

地
方
政
治
と
社
会
風
土
」
と
し
て
、

激
動
す
る
明
治
期
の

神
奈
川
県
を
日
本
の

近
代
史
の

中
で

総
体
的
に

と
ら
え
、

以
下

の

各
編
の

理
解
を
助
け
る
よ
う
に

記
述
し
た
。

以
下
の

各
編
は
、

政
治
行
政
の

展
開
と
県
民
の

動
向
を
主
軸
と
し
、

こ

れ
に

社
会
・

教
育
・

文
化
等
の

状
況
を
配
し
て

総
合
的
に

本
県
発
展
の

跡

を
明
ら
か
に

す
る
こ

と
に
つ

と
め
た
。

第
一

編
は
、

「
明
治
維
新
と
神
奈
川
県
」
と
し
て
、

若
干
幕
末
に

さ
か
の

ぼ
っ

て

前
巻
近
世
⑵
の

最
後
の

「
開
港
」
に

接
続
せ

し

め
、

明
治
維
新

期
に
お
け
る
神
奈
川
県
の

特
別
な
政
治
的
、

外
交
的
な
地
位
と
、

そ
れ
に

伴
っ

た
横
浜
の

外
来
文
化
に

も
ふ
れ
て
、

こ

の

期
の

特
色
の

究
明
に

力
点

を
お
い

た
。

ま
た
小
田
原
藩
、

荻
野
山
中
藩
、

六
浦
藩
の

版
籍
奉
還
か
ら
廃
藩
に

至
る
過
程
と
そ
れ
ら
が

足
柄
県
と
神
奈
川
県
に
再
編
さ
れ
て
い

っ

た
こ

と
も
併
記
し
て
お
い

た
。

第
二
編
は
、

「
明
治
前
期
」
と
し
、

行
政
面
で

は
神
奈
川
県
会
の

開
設
か
ら
三
多
摩
の

東
京
府
移
管
ご
ろ
ま
で

を
取
り
扱
っ

た
。

こ

の

移
管
に

よ

っ

て

現
在
の

本
県
の

県
域
が
確
定
し
た
の

で

あ
る
。

こ

の

時
期
は
国
内
政
治
の

転
換
期
で
、

本
県
下
の

特
徴
と
も
い

う
べ

き
三
多
摩
そ
の

他
の

自
由
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民
権
運
動
や
、

渉
外
問
題
、

横
須
賀
軍
港
の

形
成
、

キ
リ
ス

ト
教
の

普
及
な
ど
、

多
面
的
な
問
題
に

も
ふ
れ
た
。

第
三
編
は
、

「
明
治
後
期
」
と
し
、

日
清
・

日
露
両
戦
争
下
の

状
況
、

政
党
の

動
向
、

地
方
改
良
運
動
、

明
治
期
の

文
化
、

教
育
の

普
及
等
を
述

べ

て
、

さ
ら
に

大
正
初
頭
の

第
一

次
護
憲
運
動
と
廃
税
運
動
を
記
述
し
て
、

次
巻
の

通
史
編
第
五
巻
政
治
・

行
政
⑵
に

接
続
せ
し
め

た
。
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